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白
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た
帥
い

vh

れ
叫
回
同

r

ト

b

M
甲
山
ザ
印

ザ

m
E
E
田

と
れ
空
で
吾
々
が
紹
介
し
車
っ
た
ジ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
不
比
例
設
問
主
と
し
て
マ
ル
ク
ス
及
び
ツ
ガ
シ
由
一
時
張
再
生
産
表
式
に
立
脚
す
る
も
白
で
あ
っ

J
4
m
m
m
町

た
o
不
比
例
設
に
於
て
シ
ユ
ピ
イ
1
ホ
フ
が
ツ
ガ
シ
町
立
場
を
そ
の
ま
烹
受
鱗
「
以
上
、
マ
ル
ク
ス
の
費
本
蓄
積
理
論
が
そ

2
Y
4聞
の
某
礎
に
置
か
れ
る
白
引
同
日
目
山

日
工

r
r
e

は
詑
酷
で
あ
る
。
推
し
な
が
ら
ジ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
き
章
一
繭
は
却
諦
マ
ル
ク
ス
の
も
の
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
ロ
そ
れ
は
他
国
に
於
て
、
(
己
私
的
責
本
刷
一
M
M
M
M

と
祉
曾
整
本

(
F
2
E
S宮
正
百
円
H

U
。
s
p
p昌
=
芸
乃
里
は
樺
利
養
本
主
生
産
養
本
(
開

2
2
F
w
p
M垣
内
ロ
】
百
島
町
判
。

&
E
E
Z
E主
巴
)
の
一
一
様
の
概
念
を
拙
J
山

花

e
国

語
口
問
(
に
使
用
す
る
限
り
に
於
て
は
詞
は
ぽ
ワ
グ
ナ
ア
・

4

1
ム
的
で
あ
り
、
(
一
一
)
費
本
の
勢
賃
基
金
と
し
て
の
役
割
を
重
要
制
す
る
黙
で
は
了
ム
的

u
r
M
J
u
'叫

で
ち
も
さ
う
し
て
資
本
理
論
に
於
て
シ
ュ
ピ
イ
ト
ホ
フ
が
か
ゃ
う
む
折
衷
的
な
立
場
を
と
る
と
と
は
、
と
れ
き
で
紋
ベ
来
っ
た
不
比
例
設
の
立
場
を
少
平
成
町
間

し
も
動
揺
さ
せ
る
わ
け
で
ほ
な
い
が
、
酷
し
そ
の
内
界
を
一
暦
複
雑
た
も
の
た
ら
し
め
て
ゐ
る
。
と
れ
京
で
吾
々
は
此
の
貼
産
件
瓶
し
て
燕
た
。
こ
れ
山
間
パ

に
よ
っ
て
見
透
し
難
い

U
1
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
理
論
も
粧
品
で
筒
明
に
抱
摂
さ
れ
た
。
品
開
L
乍

ιと
れ
か
ら
は
上
記
の
シ
ュ
ピ
イ
ト
ホ
フ
醐
特
円
費
本
開
論
和

n
矧
ρ
呼
出

を
と
り
入
れ
て
行
か
ね
ば
な
ら
向
。
と
の
た
め
に
先
づ
シ
ュ
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
費
本
理
論
の
上
記
の
二
つ
の
特
徴
を
詑
明
し
よ
う
ロ
理
h
恥
は

m

本
M
所
C
血

先
づ
朝
日
利
資
本
と
生
産
資
本
と
白
匡
別
に
つ
い
て
一
吉
へ
院
、
彼
は
ス

ξ

ス

、

-

フ

ゥ

、

一

吋

畑

出

立

b

d
曲
第
抗
晶

'
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、
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和
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t
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1
i
v
ユ

ピ

イ

ト

ホ

ア

の

景

気

理

論

績

稿

}

|

-青

夫

山

秀

ロ
ー
ド
ベ
ル
グ
ス
、
ワ
グ
ナ
ア
、
及
び
ベ

l

ム
の
一
停
統
を
継
ぐ
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
、
費
本
の
概
念
規
定
に
営
つ
て
は
、
経
済
的
観
賄
と
歴
史
的
法
制
的
観
黙
と
を
巨
別

L
、
然
、
も

此
の
二
つ
り
翻
黙
を
無
差
別
に
弁
則
し
上
う
と
ナ
る
の
で
あ
る
。
全
づ
、
歴
史
的
法
制
的
観
離
か
ち
定
義
さ
れ
た
資
本
が
私
的
資
本
叉

は
阻
宵
剥
資
本
で
あ
っ
て
、
ζ

れ
は
個
人
白
剤
産
中
所
得
(
利
子
)
の
獲
得
に
向
け
ら
れ
る
部
分
、
印
ち
資
本
財
の
所
有
権
を
云
ム
。
詳
言

，) 
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十
れ
ぽ
か
う
で
あ
る
。

「
所
有
者
が
そ
り
H
M
産
を
欲
望
寛
足
の
た
め
に
利
用
す
る
に
営
っ
て
如
何
な
る
仕
方
に
上
る
か
と
い
ふ
こ
と

か
ら
品
目
利
資
本
の
概
念
が
形
成
さ
れ
る
。
此
の
概
念
が
表
は
す
の
は
財
産
の
一
部
分
に
す
ぎ
守
、
そ
れ
は
そ
の
所
有
者
が
直
接
的
欲

望
充
足
に
向
け
る
こ
と
を
差
控
へ
間
接
的
欲
望
充
足
に
役
立
て
る
財
産

2
E
Sロ
F
Z口
開
唱
E
E
m
E
E
E存
F
R
E
F岳
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肉

5
肉

5
5
E
Y島
E
m
E白
骨
内
ヨ
E
Z
E自国

E
問。
F
Z
R
〈
司
王
α
明
国
)
で
あ
り
、

鹿
山
汎
友
閣
民
経
済
的
結
旧
対
を
も
た
ら
す
明
瞭
に
確

• 

定
し
た
図
民
経
糟
的
大
量
を
指
稀
す
る
。
所
有
者
が
か
〈
の
如
き
一
定
の
行
動
軒
と
る
結
果
、
該
大
量
は
そ
れ
白
樺
一
定
し
、
無
保

件
的
に
モ
れ
に
具
は
る
正
己
ろ
の
性
質
を
有
す
る
。
そ
の
う
ち
最
も
重
要
で
あ
る
と
と
も
忙
首
面
の
問
題
と
関
聯
し
た
性
質
は
、
そ

れ
の
み
が
資
本
投
資
と
し
て
典
へ
ら
れ
る
、
と
い
ふ
己
と
で
あ
る
」
同
従
っ
て
、
シ
ュ
ピ
イ
ト
ホ
フ
で
は
、
所
謂
「
貯
蓄
」
(
開

3
Z
E
m
)

と
は
替
利
資
本
の
形
成
(
虫
記
百
四
4
0
四

国

2
2
v井
戸
市
目
白
色
)
に
他
な
ら
や
、
投
資
と
は
管
利
資
本
の
利
用
に
他
友
ら
な
い
。
貯
蓄
と
投
資

と
の
閲
剛
係
に
好
況
と
不
況
と
り
決
定
的
模
識
が
あ
る
以
上
、
景
気
循
環
過
程
D
分
析
に
於
で
替
利
資
本
の
概
念
が
中
心
的
役
割
を
演

宇
る
と
と
は
容
易
に
諌
想
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
後
の
問
題
で
あ
る
。
己
己
で
は
売
だ
此
の
概
念
が
賓
際
に
於
て

E
う
使
用
さ
れ
た
か

に
つ
い
て
、
特
に
貨
幣
資
本
と
の
閥
聯
に
於
て
一
般
的
注
意
を
試
み
る
に
止
め
上
う
。

第
一
に
、
侍
利
資
本
は
歴
史
的
法
制
的
概
念
で
あ
り
そ
の
前
提
ず
る
制
度
は
勿
論
私
有
財
産
制
度
で
あ
る
が
、
然
し
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ

フ
白
此
の
言
葉
D
責
際
の
使
用
に
つ
い
て
見
る
介
一
、
彼
は
私
有
財
産
制
度
を
伴
ふ
経
済
の
一
特
殊
形
態
た
る
貨
幣
経
済
に
於
て
し
か
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一
居
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一
居
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。
即
ち
、
第
二
に
、
景
気
循
環
の
考
察
に
営
う
て
は
替
利
資
本
の
過
剰
及
び
練
乏
が
根
本

費
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過
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産

丸

館
大

競

七
七

第
五
十
一
巻

s. 213. Artikel "Krisen“im， Handworierbllch der Staatswi目白山chaften，4 
Aufl. VI Bd. S. 72. (邦曹、 p..260) 
Spiethoff， .. Der Begriff des Kapital-u町1Geldmarktes，“Schmolle日 Jb.44 Jg 
1920， S5. 3_~-36. 
Spiethof4 "Der Kapitalrnangel in seinem Verha1tnisse zur Guterwe1t“， 

3) 

4) 



第

一

且

十

一

巻

九

二

二

第

六

腕

七

八

的
作
重
要
在
概
念
と
し
て
現
れ
る
が
、
か
〈
の
如
〈
過
剰
又
は
銑
乏
を
云
々
さ
れ
る
斡
利
資
本
は
、
常
に
、
貨
幣
形
態
を
と
れ
る
替

利
資
本
、
従
ワ
て
貨
幣
資
本
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
か
ろ
で
あ
る
o

仰
即
時
百
利
資
本
は
資
本
市
場
友
ぴ
貨
幣
市
場
の
概
念
と
諦
接
に
連

絡
し
て
ゐ
る
。
帥
ち
、
そ
れ
は
資
本
|
貨
幣
市
揚
に
於
て
取
引
さ
れ
る
資
本
な
の
で
あ
る
。

資
本
不
足
、
と
週
欄
生
産

(ロ
E
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組
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旦
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目
ロ
ロ
色
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色
ι目
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た昔
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" if-8. 
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幕i
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揚 5
長雪
て国

は晶
勿 2ト
論言
責唱
本ロ

市
揚
K
於
て
も
需
め
ら
れ
る
の
は
殆
ん

E
常
に
貨
幣
資
本
で
あ
る
。
貨
幣
は
、
「
他
の
如
何
在
る
任
意
の
形
態
に
も
最
も
容
易
に
特
化

し
得
る
資
本
形
態
」
官
お
関
是

E
F
E
u
ム

MmEHH]2EEZ
臣
官
骨
宮
宮

E明
自
骨
同

o
z
z
s
E骨
4
2《
同
何
回
宮
田
口
)
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
の
と
と
か
ら
し
て
資
本

l
貨
幣
市
場
に
於
け
る
「
資
本
の
貨
幣
へ
の
依
存
」

(22
問。

3
2
5
3占
E
骨

Eo--E
向。
E
P
E
r
s
z
z

2理
問
。

425
〉

F
E
2
E
雪
i
E
E
F
Z
o
-
-
E
m
M
a
o
-
a
F官
ZF40ロ
園
町
)
が
生
や
る
仙
川
口
「
資
本
の
過
剰
及
び
柏
町
乏
は
さ
し

首
り
轡
利
資
本
に
つ
い
て
云
は
れ
、
(
資
本
貨
幣
)
市
揚
の
欣
況
に
闘
聯
す
る
0

・
・
資
本
!
貨
幣
市
揚
に
於
て
替
利
費
本
の
需
要

が
供
給
量
超
過
し
今
迄
の
要
求
が
、
相
笛
良
好
た
も
の
で
あ
る
に
拘
ち
十
、
充
足
さ
れ
友
い
揚
合
、
資
本
不
足
が
起
U
V
O
L
(

資
本
不
足

D

定
義
)
0

と
れ
に
よ
っ
て
資
本
の
過
剰
及
び
依
乏
が
貨
幣
の
豊
富
又
は
依
乏
に
膝
や
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ブ
は

ι' 

此
由
意
味
に
於
て
(
替
利
)
資
本
の
過
剰
及
ぴ
依
乏
を
云
々
す
る
の
で
あ
る
。
!
l
今
と
己
で
試
み
た
注
意
は
以
下
に
於
て
資
本
不
足

を
分
析
す
る
に
首
っ
て
重
要
で
あ
る
。

さ
て
私
的
資
本
又
は
骨
利
資
本
が
歴
史
的
法
制
的
視
結
よ
り
定
義
さ
れ
た
資
本
範
時
で
あ
る
の
に
到
し
て
、
祉
合
資
本
又
は
生
産

資
本
は
純
粋
粧
済
的
見
地
よ
り
定
義
さ
れ
た
る
資
本
範
鳴
で
あ
る
。
帥
ち
そ
れ
は
、
帰
来
の
生
産
に
役
立
つ
生
産
物
、
即
ち
具
閥
的
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な
る
資
本
財
、
削
ち
質
物
資
本
主
指
す
が
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
プ
は
通
誌
と
臭
っ
て
と
の
中
忙
弊
働
力

E
も
合
め
る
。
営
然
仕
合
資
本

は
一
般
に
私
的
資
本
で

φ
る
が
、
然
し
私
的
資
本
は
刷
合
資
本
よ
り
も
一
庶
民
い
範
囲
に
亙
る
。
例
へ
ば
貸
付
貨
幣
資
本
は
替
利
資

3ふ
比

一

》

本
で
あ
る
が
、
生
産
資
本
で
は
な
い
の
で
あ
訟
。

更
に
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
此
の
営
利
資
本
及
び
生
産
資
本
に
封
し
て
弊
賃
基
金
の
役
割
を
認
め
る
が
、
そ
の
議
論
は
大
要
弐
の
通

り
で
あ
る
。

1
i
ω
先
づ
町
営
利
資
本
と
貨
幣
持
貨
と
の
関
係
に
つ
い
て
。
貨
幣
拶
貨
は
楼
利
費
本
に
よ
っ
て
前
捌
ひ
さ
れ
る
。
と

E
ろ
で
そ
の
時
々
に
於
て
自
由
に
任
意
の
周
詮
に
振
向
け
得
ぺ
き
将
利
資
本
の
大
さ
は
時
々
一
定
の
、
自
由
に
増
減
し
得
ざ
る
大
さ

で
あ
る
。
信
用
描
援
に
よ
っ
て
増
加
し
得
る
に
し
て
も
、
そ
れ
に
は
限
度
が
あ
っ
て
、
度
外
腕
出
来
る
程
度
で
あ
る
。
ま
た
営
利
資
本

の
う
ち
持
賃
支
擁
部
分
は
一
部
分
に
過
ぎ
宇
、
他
の
部
分
を
割
い
て
此
の
部
分
を
増
加
し
得
る
が
、
然
し
そ
れ
に
も
限
度
が
あ
り
、

従
っ
て
持
賃
部
分
の
幣
加
は
や
が
て
超
え
難
い
限
界
に
建
せ
ざ
る
を
得
た
い
。
要
す
る
に
貨
幣
弊
貨
の
高
さ
は
自
由
友
替
利
資
本
に

よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
限
界
は
持
賃
基
金
設
の
支
持
者
が
考
へ
る
や
う
に
そ
の
時
々
の
弊
賃
支
排
総
額
の
う
ち
に
あ

る
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
と
若
干
の
距
離
を
保
ち
つ
つ
厳
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
判
官
ー
に
生
産
資
本
と
賛
同
貝
拙
百
貨
と
の
闘
係
に
つ

い
て
。
生
産
資
本
は
具
髄
的
財
貨
よ
り
成
る
が
、
そ
の
う
ち
に
は
持
働
者
の
生
活
手
段
し
と
て
役
立
ち
持
働
者
に
よ
っ
て
買
入
れ
ら

れ
る
部
分
が
合
ま
れ
る
。
勿
論
持
働
者
白
生
存
基
金
も
決
し
て
悶
定
し
た
数
量
で
は
た
く
、
或
る
程
度
ま
で
仲
縮
し
得
る
が
、
然
し

そ
れ
に
は
限
度
が
あ
る
。
と
と
に
寅
質
畑
町
貨
の
限
界
が
あ
る
。
蒸
気
機
関
及
び
そ
の
他
の
技
術
的
生
産
手
段
を
以
て
し
て
は
弊
賃
支

梯
に
充
て
る
己
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
か
〈
て
替
利
査
本
が
貨
幣
持
貨
の
限
界
を
な
す
の
と
同
様
に
、
生
産
資
本
が
寅
質
葬
賃

の
限
界
を
な
す
己
と
と
友
る
。

費
木
不
足
ー
と
過
剰
生
産

揮
ム
ハ
銃

七
ブL

第
五
十
一
巻

ブb
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費
本
不
足
と
過
剰
生
産

第
五
十
一
番

ブb

回

館
六
腕

F又

O 

以
上
に
於
て
吾
々
は
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
資
本
理
論
上
自
立
揚
を
明
に
し
た
。
と
と
ら
で
此
の
揚
合
彼
が
生
産
資
本
と
呼
ぶ
も
の

は
、
マ
凡
ク
ス
の
表
式
に
立
師
。
て
云
ム
友
ら
ば
、
各
部
門
に
於
て
投
下
さ
れ
る
不
務
資
本
及
び
可
鐙
資
本
で
あ
り
、
更
に
第
二
部

門
白
生
産
物
が
モ
の
う
ち
の
弊
賃
基
金
を
た
す
。
従
っ
て
、
例
へ
ば
第
一
表
の

E
の
揚
合
忙
示
さ
れ
た
や
ろ
左
生
産
部
門
相
互
間
の

不
比
例
は
、
言
葉
を
換
へ
て
云
へ
ば
、
生
産
資
本
内
部
の
不
比
例

(冨
M
M
2
2
7闘】
E
Z
H
E
のめ
U
お
古
臼
mwm

阿
古
富
岡
ロ
ヨ
四
郎
r
p
H
》
戸
宮
町
、
口
ロ
官
。
l

唱。
5
8
L
H
E向
島

E
F
E
F
4
E乱
脈
)
に
他
左
ら
友
い
。
然
も
此
の
不
比
例
は
以
上
で
は
葬
賃
基
金
白
快
乏
と
し
て
把
へ
ら
れ
た
が
、
資
際

に
依
乏
す
る
も
の
と
し
て
は
、
峠
労
働
力
、
石
茨
等
々
そ
の
他
種
々
の
も
の
が
存
在
す
る
か
ら
、
此
の
快
乏
は
寧
ろ
、
耐
久
的
生
産
手
段
の

利
用
の
た
め
に
決
定
的
に
必
要
注
る
補
助
的
生
産
資
本
の
紋
乏
、
即
ち
補
完
財
の
紙
芝

2
2明日
E
仏

E

F
四
宮
=
目
唱
官

Z
E
)
と
呼

へ

註

二

、

、

、

、

ん
だ
方
が
一
居
ふ
さ
は
し
い
己
と
と
左
る
。
か
〈
の
如
〈
に
し
て
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
生
産
部
門
聞
の
不
比
例
を
生
産
資
本
内
部
の

不
比
例
或
は
補
完
財
の
扶
乏
と
し
て
考
へ
る
が
、
然
し
と
れ
は
草
在
る
表
現
の
問
題
に
止
り
、
根
本
に
於
で
は
依
然
と
し
て
上
記
の

不
比
例
識
の
地
盤
の
上
主
動
き
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
現
に
補
完
財
の
快
乏
と
し
て
彼
が
最
も
軍
要
耐
す
る
り
は
持
貨
基
金
及
び
持

働
力
の
快
之
で
あ
る
o

か
〈
て
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
突
の
如
〈
綾
ペ
る
。

「
過
刑
判
生
産
(
及
び
資
本
昧
乏
)
但
具
世
的
財
白
刊
界
に
劃
し
て
帽
を
意
味
す
る
か
。
過
剰
生
産
目
(
世
官
主
義
的
現
序
の
下
に
於
け
る
と
賓
本
主
義
的

輯
序
の
下
に
於
け
る
と
世
間
は
ず
)
過
剰
と
献
之
と
を
同
時
に
一
市
す
。
此
の
場
合
一
切
の
補
完
悶

(
F
m
E
N
5噌
官

Z♂
開
。

EMU-OBO豆
町
官
庁
同
)
に
於
け

る
事
情
は
、
恰
度
片
方
だ
け
な
〈
な
っ
た
手
套
白
調
と
同
様
で
あ
る
。
無
〈
な
っ
た
手
套
は
舵
之
で
あ
る
が
、
一
つ
だ
け
残
っ
た
手
套
は
利
用
由
来
ず
、
従

っ
て
過
剰

t
あ
る
。
過
羽
生
産
に
且
舞
は
れ
た
尉
の
事
情
も
恰
度
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
白
補
完
に
畠
要
沿
悶
な
〈
し
で
は
利
用

L
得
血
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
過
剰
で
あ
る
。
然
し
補
完
貯
は
そ
の
利
用
に
必
要
不
可
酷
で
あ
る
か
ら
、
快
乏
が
起
る
わ
け
で
あ
る
。
か
〈
て
手
套
の
場
合
L
C

同
様

に
此
の
場
合
に
も
同
一
白
事
態
が
一
方
。
側
か
ら
は
過
剰
と
見
ら
れ
、
他
方
白
側
か
ら
は
酷
乏
と
見
ら
れ
る
。
過
剰
生
産
に
且
舞
は
れ
た
尉
が
そ
れ
に
謝

ナ
る
欲
望
を
超
え
て
そ
れ
以
上
に
生
産
さ
れ
た
白
干
な
い
限
り
、
従
っ
て
こ
と
で
周
ひ
ら
れ
る
用
語
法
か

b
す
れ
ば
無
保
件
的
な
る
過
剰
生
産
な
る
も
白



は
E
こ
に
も
存
在
し
な
い
瓜
上
、
こ
白
こ
と
は
会
f
一
般
的
に
宰
常
ず
る
。
或
る
種
類
の
財
貨
の
過
調
に
は
そ
の
補
完
町
内
検
乏
が
謄
ピ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
と
こ
る
で
よ
〈
知
ら
れ
て
ゐ
る
躍
に
、
話
常
の
過
調
生
産
は
景
気
上
昇
期
間
中
準
備
さ
和
る

V
D
で
あ
っ
て
、
無
差
別
に
任
意
の
種
類
の
貯
を
見
舞

ふ
も
の
で
は
な
〈
、
生
産
子
段
及
び
耐
久
的
消
費
財
在
中
心
ー
と
す
る
も
の
で
あ
あ
。
従
つ
で
不
起
す
る
の
は
、
正
に
此
尋
の
財
の
補
完
用
で
あ
る
と
断
言

し
て
主
文
へ
た
い
。
か
う
い
ふ
貯
は
、
そ
れ
が
不
足
し
て
ゐ
る
か
ら
で
は
な
〈
、
そ
の
利
用
に
必
要
な
補
完
叫
刷
、
何
よ
り
も
勢
働
力
及
び
そ
の
生
活
資
料

(
従
っ
て
諸
種
の
消
費
財
)
が
快
乏
し
j

て
ゐ
る
た
め
に
、
投
下
さ
れ
利
用
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
否
。
例
へ
ば
慨
に
若
し
生
産
手
段
が
も
っ
と
少
〈
、
現
在
白

勢
働
力
及
び
消
費
手
段
の
水
準
か
ら
且
て
凡
て
新
し
い
生
産
設
備
に
輔
化
さ
れ
得
る
と
す
札
ば
、
過
剰
生
産
は
避
け
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
或
は
・
甲
骨
骨
働

力
及
び
消
費
聞
が
充
分
存
在
し
て
一
切
の
現
存
の
生
産
手
段
が
刻
月
し
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
同
様
に
過
剰
生
産
を
同
越
し
得
る

σ
あ
ら
う
。
大
ま
か
に
表

現
す
れ
ば
、
詔
常
の
過
剰
生
産
は
、
貨
物
綿
済
的
に
見
れ
ば
、
一
方
に
於
て
は
生
産
手
段
及
び
耐
久
的
消
費
財
、
他
方
に
於
て
は
そ
の
補
完
問
、
此
百
二

つ
り
も
目
白
岡
の
不
比
例
(
出
言
語
H
E
W
E
E
N
5
8
y
g
同
自
由
一
宮
口
唱
S
E巴白

E
品
目

E
m
t
5
3骨
ロ
の
岳
E
5官
官
官

E
0
5
2品
晋

5
L
骨
お
ロ

同
同
開
訓
ロ
民
自
問
日
間
丘
町
E

E
骨
a
m
H
F
)
と
見
ら
れ
あ
。

i
l貯
白
世
界
四
か
〈
白
如
き
内
部
的
開
係
は
紹
済
組
織
の
如
何
に
拘
り
な
〈
存
在
す
る
。
た
だ
し

そ
の
原
因
、
結
果
き
現
象
形
態
は
喜
組
織
が
呉
れ
ば
異
る
も
の
と
な
る
で
音
色
。

シ
L

ピ
イ
ト
ホ
フ
に
於
て
生
産
資
本
内
部
の
不
比
例
、
或
は
補
完
財
の
快
乏
が
好
況
を
終
穏
に
導
く
原
動
力
で
あ
る
と
と
は
以
上

に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
と
ヒ
ム
リ
で
現
賓
の
観
察
よ
り
直
ち
に
知
り
得
る
己
と
は
景
気
の
〈
づ
れ
が
貨
幣
的
購
貝
力
の
扶
乏
か
ら
生

や
る
己
と
で
あ
る
。
生
産
物
が
寅
れ
左
い
の
は
、
金
融
が
逼
迫
し
購
買
力
が
不
足
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
補
完
叫
別
が
快
乏
し
た

場
合
何
故
に
金
融
の
)
一
過
迫
が
生
中
る
か
。
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ブ
の
景
気
理
論
の
最
も
重
要
た
問
題
は
と
こ
に
存
す
る
が
、
此
の
問
題
の

解
決
に
針
し
て
上
記
の
営
利
資
本
の
概
念
が
重
要
な
る
役
割
を
演
や
る
。
第
一
に
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
に
よ
れ
ば
、
好
況
末
期
に
於

け
る
金
融
の
逼
迫
は
.
較
率
な
る
観
察
者
が
屡
々
主
張
す
る
如
昔
、
純
粋
に
貨
幣
の
世
界
だ
げ
で
趨
る
現
象
で
は
泣
い
u

そ
の
背
後
に

存
す
る
も
の
は
、
長
期
に
亙
っ
て
永
続
的
に
企
業
の
構
成
部
分
た
る
べ
き
皆
利
資
本
の
快
之
で
あ
る
。
か
く
の
如
雪
皆
利
資
本
が
依

乏
す
る
が
故
に
金
融
が
逼
迫
す
る
の
で
あ
り
、
金
融
の
逼
迫
は
皆
利
資
本
の
快
之
か
ら
説
明
さ
れ
h
H
ば
友
ら
む
。
更
に
議
論
は
今
一

資
本
不
足
ξ
過
剰
生
産

第
五
十
一
巷

九
二
王

静
六
競

A 
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賛
本
不
足
、
と
過
剰
生
産

第
五
十
一
巻

ブb

ム
ノ、

第
六
醍

1'. 

段
前
進
す
る
。
侍
利
資
本
ー
は
一
般
に
財
所
有
で
あ
り
、
財
に
某
礎
を
世
〈
と
己
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
と
乙
る
で
吾
々
が
日
営
利
資
本
の

快
乏
に
つ
い
て
諮
る
揚
合
の
鈴
利
資
本
は
、
替
利
資
本
一
般
で
は
友
〈
、
特
定
の
財
に
悲
礎
bz
置
〈
皆
利
資
本
で
あ
る
。
印
ち
、
制

完
財
に
基
礎
を
置
〈
時
四
阿
利
資
本
が
H

耐
乏
す
る
の
で
あ
る
。
か
〈
て
補
完
財
一
蹴
乏
す
る
が
故
に
こ
れ
を
基
礎
と
す
る
町
時
四
利
資
本
快
乏
し

枠
内
利
資
本
紙
乏
す
る
が
放
に
金
融
の
一
一
過
迫
が
生
中
る
。
以
下
に
於
て
百
々
は
此
の
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
主
張
を
詳
細
に
展
開
す
る
。

先
づ
世
々
は
資
本
市
場
及
び
貨
幣
市
場
の
性
質
を
論
じ
て
、
叫
営
利
資
本
の
紋
乏
の
結
某
如
何
に
し
て
金
融
の
逗
泊
が
生
中
る
か
、
を

明
か
に
す
る
。
次
に
此
の
叫
常
利
資
本
の
不
足
白
根
祇
に
あ
る
も
の
が
補
完
射
の
快
乏
で
あ
る
と
と
を
論
中
る
。
シ
ユ
ピ
イ

T
ホ
フ
白

景
気
迎
論
は
、
か
〈
の
如
〈
に
し
て
始
め
て
、
そ
の
全
貌
を
明
か
に
ナ
る
と
と
と
な
ら
う
。

(
註
一
)
レ
ユ
ぜ
イ
ト
ホ
フ
に
従
っ
て
ワ
グ
ナ
ア
の
費
本
概
念
を
紹
介
し
よ
う
。
「
資
本
一
般
は
、
耕
桝
尉
の
生
産
又
は
獲
栂
に
役
立
づ
担
済
財
の
在

荷
で
あ
る
」
。
「
資
本
概
念
の
よ
り
精
暇
な
分
析
の
た
品
に
ほ
腕
梓
組
済
的
規
貼
と
陪
史
的
法
制
的
視
結
ル
一
を
匝
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
経
神
的
施
時
と
し
て

目
安
本
は
、
過
去
の
生
産
よ
り
生
じ
或
る
伽
純
情
に
於
て
新

L
舎
貯
の
生
産
の
た
め
に
技
術
的
手
段
と

L
て
有
用
に

L
て
E
必
要
な
と
こ
ろ
の
担
済
貯
の
在

荷
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
産
手
段
の
花
荷
乃
至
は
岡
氏
安
本
、
社
骨
費
本
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
謄
奥
H

法
制
的
意
味
に
於
け
る
費
本
即
ち
資
本
所
有
又
は

私
的
業
本
と
は
、
私
人
の
財
産
所
有
の
う
ち
、
そ
円
所
有
か
ら
の
所
有
(
賃
料
・
利
子
)
の
獲
得
の
た
め
の
手
段
と
し
て
被
が
利
用
し
得
る
部
分
を
一
百
ふ
」

(
〉
仏
当
品
目
。
『
習
の
ヨ
ロ
色
。
凹
ロ
コ
同
R
J
ω

〉
包
∞
唱
∞
匂
E
r。
司
ヨ
ロ
5
F
o
r
a
d
E
自
民
品
H
E
H
J
旬

開

。

m
m
H
∞
1
3
)
比
の
定
義
に
よ
る
と
き

文

J
9
フ
-

b

j

i
グ
シ

は
、
社
脅
賓
本
に
非
る
私
的
資
本
と
L
て
は
央
の
前
項
目
が
堪
げ
ら
札
る
。
(
一
)
賃
貸
出
来
る
利
用
設
情
。
(
ニ
)
流
掴
に
つ
い
て
の
法
待
的
制
約
よ
明
生

フ
ヱ
ル
ヘ
ル
ト
ニ
ク
セ

ず
る
諾
穏
の
擢
利
。
(
三
)
耽
成
白
制
度
ま
た
は
故
調
機
構
の
敢
に
新
し
い
財
を
生
産
せ
ん
が
た
め
明
人
が
止
む
を
待
ず
使
川
ず
る
問
。
支
た
、
生
産
費
本

、
と
持
利
資
本
L
」
の
匝
別
を
導
入
し
た
の
は
ペ
l

ム
で
あ
る
。

B
F
E
H
W
E品
岳

ζ
M
M
2
E
Z
H
V
0
2
5
仏
官
同
名
広
島
~
出
品

H
m
ω
宮

HOA)

(
註
一
一
)
補
完
則
の
齢
之
ー
と
い
い
で
」
止
が
シ
ュ
ぜ
イ
↑
ホ
フ
の
議
論
で
重
要
な
諭
貼
を
な
ナ
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
シ
ー
ピ
イ

ト
ホ
フ
自
身
の
比
較
的
討
制
は
説
明
ほ
か
う
で
あ
る
。
「
生
産
資
本
で
は
壮
議
尉
の
過
剰
が
限
立
ち
易
い
。
従
っ
て
生
産
費
本
に
闘
ナ
る
限
り
好
況
を
蛇

折
せ
し
め
る
中
う
な
資
本
白
蛇
乏
は
存
在
せ
ず
、
寧
ろ
維
持
は
資
本
過
剰
に
窒
息
す
る
と
い
'
配
マ
ル
ク
ス
白
主
張
が
E
し
い
宇
う
に
思
は
れ
る
。
訴
し
乍



ら
4
h

ミ
は
先
。
つ
牝
続
財
以
品
川
の
費
本
財
も
事
過
剰
で
あ
る
か
ど
う
か
を
立
入
っ
て
都
察
し
よ
う
P
慨
に
按
は
し
い
の
は
、
牧
市
祉
財
に
針
し
て
補
完
財
山
脇

停
に
立
つ
物
引
の
伺
れ
に
於
て
も
、
牧
謀
周
一
切
の
利
川
金
不
可
能
ば
ら
し
め
る
如
き
何
ん
ら
か
の
献
乏
が
超
円
J

て
ゐ
な
い
か
ど
う
か
、
と
い
ふ
こ
と
で
ち

る
。
例
ミ
内
腿
史
上
町
過
剰
生
産
を
一
々
研
究
せ
ず
と
も
、
既
に
一
般
的
解
答
が
許
さ
れ
る
。
秘
め
て
最
近
に
つ
い
て
は
、
図
民
組
怖
の
到
る
と
こ

ろ
で
沈
滞
在
生
ん
だ
石
川
瓦
飢
慨
を
想
起
す
る
だ
げ
で
よ
い
。
|
|
叫
労
働
市
場
町
駅
出
は
一
厨
明
瞭
で
あ
る
。
何
時
的
釘
況
に
品
川
て
も
常
に
熟
純
勢
働
力
白
紙

乏
が
起
っ
て
居
る
。
偲
に
町
出
町
一
俊
民
は
そ
の
た
め
拙
折
し
た
の
で
な
〈
、
事
ろ
他
の
要
素
の
た
め
抑
折
し
た
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
然
し
そ
れ
に
も
拘

は
ら
ず
、
熟
練
持
働
力
の
映
乏
の
た
め
、
此
絡
の
他
の
喪
主
の
比
例
的
資
展
が
多
か
れ
少
か
れ
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
J
d
う
し
て
恐
ら
〈
さ
ろ
で
あ
づ

た
ら
う
こ
と
は
疑
ふ
傍
拙
が
な
い
の
で
あ
る
0
1
1
|
更
に
一
府
疑
ふ
伶
地
が
な
い
の
は
他
の
整
本
問
、
貿
幣
安
本
に
於
け
る
扶
乏
で
あ
っ
て
、
つ
ね
に
決
定

的
な
る
刷
れ
の
原
悶
が
こ
れ
よ
り
生
千
否
。
灯
況
の
畿
民
に
は
流
誼
手
段
(
貨
幣
及
び
貨
幣
代
用
手
段
)
の
噌
大
が
必
要
で
あ
る
が
、
特
定
の
瞬
間
か
ら
は

防
の
靖
大
は
貨
幣
禿
木
に
制
約
さ
れ
る
。
即
ち
、
貨
幣
代
用
手
段
円
相
蝋
行
券
、
頂
金
遁
賀
、
手
形
等
)
と
そ
の
主
抑
準
備
と
し
て
用
ひ
ら
札
る
貨
幣
(
本
位

貨
幣
)
と
の
間
白
闘
停
は
伸
縮
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
叫
に
軒
況
中
常
に
著
し
〈
概
虫
さ
れ
る
ー
と
は
云
へ
、
限
界
な
き
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
此
白

限
鼎
は
、
或
は
そ
の
時
ミ
の
配
慮
白
下
に
於
て
遁
貨
常
局
、
別
し
て
鋭
行
に
よ
っ
て
悲
意
的

μ
設
定
さ
れ
る
と
と
も
あ
る
し
、
或
は
無
統
制
山
下
に
於
て

信
用
恐
慌
に
よ
ワ
て
班
カ
的
に
も
た
、
わ
さ
れ
る
と
と
も
あ

-e
。
何
れ
い
に
せ
よ
、
遊
体
質
幣
受
本
柱
荷
が
、
或
は
そ
れ
が
流
沼
に
入
り
こ
ん
で

L
支
っ
た
た
め

或
は
そ
れ
を
某
礎
と
し
て
貨
幣
代
用
手
段
が
繭
限
ま
で
琵
行
さ
れ
た
た
め
、
村
掲
ず
る
こ
と
は
流
画
手
段
噌
大
の
悶
離
を
-
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
此
白
流

通
手
段
帝
大
の
困
難
が
つ
ね
に
好
況
宋
期
の
全
〈
却
則
な
的
現
象
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
」
(
8
5
F
9
F
H
W
E
O
E
内
凶
耳
目
E
U
E
H
問
。
円

円
三
品
ロ
白
m
L
U
E
-
o
C
2
4
2
2
ロ
ω

『
日
目
。
レ
O
M
P】【
VO}】
同

H
F
H
沼
。
ぃ
W
M
M
ロ
ミ
国
O
V
H
5
0
ロ
品
2
4
2
2
2
u
『
戸
門
出
。
N
M
m
w
]℃一
o
-
E
r
♂

H
M
M
関
与
国
国
M
M
m
V
M
N
O「
)
l
l
l
こ
こ

に
貨
件
費
本
ホ
荷
(
口
o
E
E閉
V
-
E
-
E
u
z
E
)
が
生
産
受
本
に
加
「
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
若
干
の
註
梓
が
必
聖
で
あ
ら
う
。
(
批
労
働
力
が
生
産
整
本
の

一
部
た
る
と
E

と
は
佐
遣
し
た
。
)
こ
こ
に
所
前
貨
幣
資
本
は
本
杭
貨
幣
(
特
に
金
貸
)
の
形
態
に
於
け
る
そ
れ
で
あ
づ
て
、
代
用
手
段
の
形
態
に
於
け
る
も
由

を
合
含
由
こ
主
こ
は
既
に
上
の
引
用
白
樺
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
け
る
本
H
W
貨
幣
は
、
そ
れ
自
樟
流
誼

L
得
る
と
と
も
に
、
ま
た
支
排
準

備
と
し
て
役
立
つ
。
絞
っ
て
準
備
事
事
ミ
の
(
信
用
拡
張
の
私
経
済
的
制
限
を
意
味
す
る
)
制
度
的
前
提
白
下
に
世
て
は
、
そ
の
蚊
設
は
流
活
字
段
争
蝕
白

数
置
を
点
右
ナ
る
。
即
ち
、
「
貨
幣
議
本
柱
荷
が
多
け
れ
ば
多
い
科
貨
幣
代
川
手
段
内
遊
行
し
得
る
数
景
は
多
い
わ
け
で
あ
り
、
ま
た
、
賞
作
資
本
志
荷

は
原
理
的
に
は
生
産
資
本
の
生
産
活
動
へ
の
動
員
に
劃
し
て
長
〈
無
意
義
で
は
あ
る
が
、
然

L
賀
際
的
に
且
れ
ば
、
所
典
の
(
本
杭
賀
帯
に
立
脚
す
る
)
支
抑

制
度
目
下
で
は
生
産
養
本
の
動
員
に
劃
ナ
る
意
義
は
一
層
多
き
い
わ
け
で
あ
る
。
」
か
〈
て
此
の
意
味
の
貨
幣
資
本
は
、
一
定
の
制
度
的
前
提
目
下
で
は
生

産
過
程
を
左
右
す
る
、
と
い
ふ
志
味
に
於
て
、
生
産
資
本
白
一
積
と
看
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
(
此
の
駄
に
つ
い
て
は
出
H
M
E
5
F
同
E
3
p
p
白
田
a

費
本
不
足
と
過
剰
生
産

第
五
十
一
巻

九

七

第
六
雄

Fに



受
本
弔
足
と
過
羽
生
産

第
五
十
一
審

~、

四

九

入

事
フ可
量量

記
事
内
凶
作
2
0円げ一
Ow
凶

O
E
E
m
d
吉
岡
〉
ロ
巴
話
何
ロ
ロ
仏
吋
tmOHHO
仏
虫
色
]
m
O
B
g自
白
書
ユ
2
r似た】
E
H
O
P
同
ロ
8
2
吋

42】
巴
M
同
品
目
内
命
]
随
、
回
日
]
E
R
口
E
2
1

Z
E
F
H
宮
F

∞∞

HNN74
を
且
よ
。
)
然
し
乍
ら
曲
目
見
方
は
』
記
白
如
き
信
用
創
謹
円
私
融
済
的
制
限
の
下
に
於
て
の
み
考
へ
ら
れ
る
。
聞
理
的
考
察

に
日
つ
亡
は
、
シ
ュ
ピ
イ
ト
ホ
フ
も
志
か
か
る
制
度
的
限
定
を
撤
去
し
て
、
流
誼
手
段
は
、
本
位
貨
幣
た
る
と
代
用
手
段
た
る
と
を
問
は
ず
、
凡
て
向
品

に
却
し
て
純
粋
に
受
動
的
で
あ
る
と
す
る
。
即
ち
、
消
畠
手
段
数
量
骨
大
の
臨
度
は
、
さ
し
市
り
先
づ
上
記
白
意
味
の
貨
幣
資
本
在
荷
に
存
ナ
る
に
し
て

も
、
究
世
に
於
て
は
商
品
在
荷
白
川
に
あ
る
と
見
る
。
更
に
、
シ
ュ
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
、
景
気
の
〈
づ
れ
の
貨
幣
的
説
明
を
斥
け
る
も
り
と
し
て
、
常
然
こ

の
こ
と
を
強
制
す
る
。
比
四
一
知
に
つ
い
て
は
後
に
(
本
稿
静
三
筒
拙
世
に
縞
稿
「
シ
ェ
ピ
イ
ト
ホ
プ
内
最
無
理
論
の
批
判
」
第
一
節
)
詳
論
ナ
る
。

安
本
市
揚
(
円
昔
E
B
-
E
)
と
貨
幣
市
揚
(
口
o
E
E卵
子
時
)
と
の
概
念
規
定
に
於
て
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
研
究
は
恐
ら
く
最
も
古
典
的

な
る
も
の
で
あ
ら
弘
日
彼
の
規
定
の
妥
結
は
か
う
で
あ
る
。
資
本
市
判
明
も
貨
幣
市
場
も
共
に
貨
幣
形
態
に
於
け
る
替
利
資
本
が
取
引

さ
れ
沼
市
揚
で
あ
っ
て
此
の
黙
に
は
匝
別
は
存
し
た
い
。
本
質
的
紅
白
は
、

一
方
が
長
期
信
用
の
市
揚
二
言
問
I

向。
E
B
E
}肉
主
で
あ
る

の
に
針
し
て
他
方
が
短
期
信
用
の
市
場

(mgュ1
5
5
2持
主
た
る
と
と
で
あ
る
。

南
者
の
決
定
的
差
異
は
唯
此
の
貼
に
存
ず
る
。

(
司
自

304μMH三

L
2
4
0コ
n
E
E
3
2
M
富山内
T
mロ
戸
ロ
ゲ
E
mロ《凶作(同『
4
2
F
)
同
4
M
E
-
E
凶ロ

ω
M
n
r
m
E
N
伺

]
O
H
n
r
p
H
Z
m
E弘

r
Z
H
E
仏ロ
z
r
E
o
r
t

ぐ
。
日
E
E
L
2
u
Z
E
V
M
M
H
O
A町
田
君
。
己
m♂
ロ
EHOHM己
-
n
F
Z
R
Lロ
2
7
m
o
r
nロ臼凶

E
L
u
-
-虫
色
-
E
mお
「
目
m
U
E
m
r
g
E
4
0『肉
P
H
M
m
L
0
4
2芸
。
ユ
ロ
ヨ
肉

巴
里
町
三
m
a
n
r
r島

N
E
Z
V
O
D
仏
O
E
4
0
2
n
E
Z
2
0
2
冨
曽
一
三
百

J
 
2
 

官
民
o
E
M白
骨

回

国

o
pロ
岡
田

u
m
o
p
s
z円

LnDmD
与
世
間
昔
E
Z
H「

E
b
t
Z
2
2
2
2

ヨ
E
)

EOHH『
O品
。
『
ヨ
M白色。司

PZ
「仏
M
m
u
m
H
E
E
H
E
M
m
u
pコ
出
品
。
担
白
巳
仏
m
w
m
z
m
o翌
日
。
ロ

念
白
儒
に
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
応
義
を
引
用
ナ
拘
れ
v
ば
主
由
遁
り
で
あ
る
一
。
一
。
。
「
費
本
市
場
及
び
貨
幣
市
揚
(
官
&
骨
何
官
『
了
】
包
乙
也L困同内
P伊品句宝M広件
E胆巴平』γi
回

E阿ロ凶仏日巳《仏岳凶ピ】旨ロ
E副R阿ユrE【て二RRJRJ)
ルと」は市

場
帥
投
下
を
求
品
つ
つ
あ
る
替
利
資
本
と
そ

b
に
封
ず
る
市
岨
場
暗
的
需
宴
と
を
思
想
附
に
一
纏
品
に

L
た
も
白

(2仏色】お。
m唱ω

沼
ω民『号WE再ヨ凶
r切凶出同四
4
の里『
4垣弓

mユロEロ問

E
島
内
ロ
骨
ロ
出
ヨ
コ
伶
ユ
訪
日
向
右
足
斜
]
凶

g
d白
色
。
円

E
R吉
Bru-m町
内
口
出
向
日
7
2口問
2

E
宮
内
と
で
品
る
。
費
本
市
場
で
は
企
業
費

Spiethoff， "Die aussere Ordn中19des Kapital-llrid Geldmarktes勺Schmollers
JL. 33 J巴・ 19['9，s. 17 a. Jer~elùe， "Der_ Begri庁 d出 KalJilal- uml Geld 
marktes“， Schrnollers J15， 44 Jg. 1920， S. 33 ff後者は H.von Be勺kerath，
Kapitahnarkt l.1Dd Geldrnarkt. Eine出 onoll1ischeStudie， Jena 1916 に劃
する反批判]である。何 Hahnは此白方面に於ける Spietho白白業績をかゲ評



本
及
び
長
期
貸
付
費
本

(
p
m
qロ昨日ロ
ο
r
B
E四
千
}
ロ
コ
白
骨
お
】
E
R
E
E
m
m
F
O】】戸
rp官
耳
】
)
が
取
引
さ
れ
V

、
貸
幣
市
場
で
は
短
期
貸
付
資
本

2
E

『
F
r品
目
巳
戸
田
町
W
E
N
n

同日町内
o
h
d
)

が
取
引
さ
れ
払
」
但
し
こ
こ
に
貸
付
費
本
企
は
確
定
利
付
資
本
と
云
ひ
、
企
業
資
本
在
同
不
確
定
利
附
の
資
本
で
あ

り
株
券
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。
従
っ
て
企
業
費
本
に
は
危
険
要
素
が
附
帯
ナ
る
ρ

こ
白
と
と
か
色
し
て
更
に
日
開
無
循
環
の
影
響
白
下
に
企
業
資
本
市

場
主
貸
付
費
本
市
場
と
の
間
に
貨
幣
資
本
の
流
出
へ
か
規
則
的
に
操
返
苫
れ
る
」
と
と
も
肢
に
芝
E
k
d
れ
て
ゐ
る
。

安
本
市
場
、
と
貨
幣
市
揚
と
の
概
念
上
の
匝
別
は
以
上
の
泊
り
で
あ
る
。
己
れ
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
問
題
は
泣
い
。
問
題
は
、
信
用

創
迭
に
闘
し
で
、
此
の
二
円
J
D
市
揚
が
一
市
す
性
質
の
相
違
か
ら
起
る
。
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
に
よ
れ
ぽ
此
の
一
二
つ
の
市
場
の
性
質
白
相

違
は
か
う
で
忘
る
。
銀
行
が
信
用
創
迭
に
よ
っ
て
瞥
利
資
本
の
供
給
を
増
加
す
る
こ
と
は
貨
幣
市
揚
に
於
て
は
可
能
予
あ
る
。
然
し

そ
れ
は
資
本
市
揚
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
云
ひ
換
へ
る
と
資
本
市
場
に
於
け
る
品
目
利
資
本
の
供
給
は
貯
蓄
|
|
但
し
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ

フ
で
は
過
去
の
貯
蓄
で
向
利
用
さ
れ
て
ゐ
在
い
部
分
を
含
む
(
貯
蓄
皐
訟
の
立
場
)
1
1
h
に
よ
っ
て
聞
く
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
銀
行

が
長
期
資
本
を
信
用
創
治
に
よ
っ
て
絶
針
に
調
達
出
来
ぬ
と
は
云
へ
左
い
。
然
し
|
1
銀
行
の
自
己
資
本
に
よ
る
長
期
信
用
の
授
奥

を
暫
く
皮
外
脱
す
れ
ば
|
|
そ
れ
は

E
常
的
で
友
く
、
「
反
則
的
」
(
仏
H
o
p
-
2
E
m
Zと
で
あ
り
、
信
用
恐
慌
の
原
因
た
る
も
の
で

あ
る
。
園
氏
粧
品
仰
の
信
用
機
構
を
恐
慌
の
病
的
扶
態
に
陥
れ
る
乙
と
を
避
け
ん
と
す
れ
ば
、
信
用
創
誼
を
以
て
長
期
資
本
を
調
達
す

る
E
と
は
不
可
能
と
友
る
。
此
の
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
プ
の
現
賞
認
識
は
彼
の
景
気
理
論
を
し
て
非
貨
幣
的
の
も
の
た
ら
ざ
る
を
得
ざ
ら

し
め
る
の
で
あ
る
が
、
以
下
伎
の
説
明
を
詳
論
し
よ
う
。

彼
は
叫
常
利
資
本
の
貨
幣
!
資
本
市
場
へ
の
供
給
の
源
泉
予
と
し
て
貯
蓄
(
同
号
E
E
E口
四
)
正
信
用
創
造

(
E出
雪
白
問
ロ
E
R
G
o
-骨『

E
ト
恒
三
月

o
r
E
m
T
r
a
t
-
C
O
E
g
d
F
E
M
E
F
回
耳
目
白
言
語
口
四
宮

P
E
E
-
z
u
)
と
の
こ
つ
を
認
め
る
3

的
ち
「
岡
民
経
済
に
快
給
さ
れ

利
用
さ
れ
る
(
替
利
)
資
本
の
大
さ
は
岡
氏
経
済
的
に
所
奥
で
あ
っ
て
、

E
白
大
さ

何
も
の
も
と
れ
を
修
正
す
る
と
と
を
得
左
い
。

費
本
不
足
と
担
剰
生
産

第
五
十
一
巻

ブじ

九

第
六
披

Fに

五

Lてゐるロ ，(貨幣市場白現象白一般的考察のた品白専門的論文のうちで)
Spiethoff IV Schmollen; J ahrbuch， Bd. .::n に摂ける三部作のみが、徹底的
忙(即ち問題を現貴命に根原から把撞ナる仕方で)此D 現象を取扱ってゐる。可
Vgl. 1.. A. Hahn， "Zur Theorie de，; Geldmarkte語“， in ，Geld und Kl'edit/ 
1924， S. 87 



費
本
不
足
と
過
剰
生
産

第
宜
十
一
審

九
三

O

第

鵠

ノ'1.

六

に
影
響
を
興
へ
得
る
も
の
は
た
だ
、
資
本
形
成
に
顕
著
に
左
右
し
得
る
も
の
か
、
或
は
少
〈
と
も
市
場
に
供
給
さ
れ
る
資
本
に
針
し

て
決
定
的
に
影
響
を
及
し
得
る
も
の
か
、
亡
の
何
れ
か
に
隈
ら
れ
る
。
」
と
己
ろ
で
第
一
の
方
向
(
貯
蓄
或
は
費
本
形
成
)
忙
於
け
る
修
正

に
閲
し
て
云
へ
ぽ
、

府
蓄
の
図
民
経
消
的
供
給
を
一
私
人
の
力
を
以
て
能
〈
己
れ
を
止
右
し
得
る
も
の
は
一
人
と
し
て
存
寂
し
友

い
。
個
人
が
彼
自
身
の
貯
蓄
の
増
減
を
通
じ
て
闘
民
経
済
全
般
の
皆
利
資
本
の
供
給
に
影
響
し
得
る
と
と
ろ
は
、
多
h
れ
、
少
か
れ

九
牛
の
一
毛
に
姐
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

然
し
第
二
の
方
向
に
於
け
る
資
本
供
給
の
修
正
に
つ
い
て
云
へ
ば
、

事
情
柿
と
れ
と
異
な

り
、
修
医
は
不
可
能
で
は
た
い
。
貯
蓄
者
と
銀
行
と
の
取
引
が
増
大
し
、

E
取
引
の
う
ち
銀
行
を
通
じ
て
決
済
さ
れ
る
部
分
が
桜
め

て
多
い
現
代
位
於
て
、
銀
行
が
此
白
期
に
つ
い
て
瞥
む
役
割
は
宥
過
し
得
ざ
る
も
の
と
在
っ
た
。
銀
行
去
、
預
金
通
貨
、
手
形
等
と

の
諸
形
態
に
於
け
る
貨
幣
代
用
手
段
の
溌
遣
は
、

貨
幣
資
本
を
銀
行
が
欲
す
る
が
ま
ま
に
増
加
す
る
乙
と
(
吉
田

E
5
0
F
E岳
T

E
F
E
L
E
P
E
r
p
Z
L与
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
到
っ
た
。
以
上
は
今
日
の
絞
済
理
論
が
一
般
に
認
む
る
事
柄
ヤ
あ
る
。
シ
ユ
ピ
イ

ト
ホ
フ
も
全
く
同
様
な
る
認
識
か
ら
出
没
す
る
。

然
し
乍
ら
決
定
的
た
と
と
は
銀
行
の
此
の
信
用
創
造
成
能
は
た
だ
貨
幣
市
場
に
剥
し
て
の
み
、
帥
ち
短
期
の
貨
幣
資
本
の
供
給
に

針
し
て
の
み
有
放
で
あ
り
、
長
期
の
貨
幣
資
本
の
似
給
に
闘
し
て
不
可
能
な
靴
に
存
ず
る
。
却
ち
銀
行
の
信
用
創
造
が
資
本
市
場
に

針
し
て
謂
は
ぽ
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
存
す
る
。
信
用
創
造
が
短
期
の
信
用
授
奥
に
闘
し
て
可
能
な
こ
去
に
つ
い
て
は
詳
設
を
要

し
左
い
。
た
だ
此
の
揚
合
に
あ
っ
て
も
、
後
に
詳
論
す
る
通
り
‘
「
無
か
ら
の
有
の
創
浩
」
(
シ
ユ
ム
了
'
ダ
1
)

と
し
て
の
信
用
創
造
を

否
定
し
、
貨
幣
代
別
手
段
は
凡
て
素
材
的
基
礎
を
倹
っ
て
始
め
て
致
行
さ
る
る
も
の
で
あ
り
、

「
資
本
調
建
の
た
め
の
貨
幣
代
川
手

段
の
夜
行
は
岡
民
絞
済
の
何
底
か
に
引
首
て
と
在
る
べ
き
遊
休
(
貨
物
)
資
本
が
有
在
ナ
る
己
と
を
前
提
す
る
」

と
僻
す
る
と
と
が

Spiethoff， "Die atl田ereOrdnllng des Kapital-und Geldrnarktes "， Schmollers 
Jb. _.11 Jg. 1担 9.S. 26. 
Spiethoff "Der Begrぽ d田 Kapital-und日巴ldmarkles，“ a.a. O. S. 42， f~j 
rlerselbe， "Die aussere Ordnung des Kapital-und Geldmarktes“， a. a. U 
ss. :22-26 
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日
託
意
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
さ
て
然
ら
ば
、
信
用
創
迭
は
資
本
市
場
に
謝
し
て
何
故
姫
放
な
の
で
あ
ら
う
か
。
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ヲ
は

吠
の
如
〈
論
中
る
。
|
|
銀
行
は
、
貨
幣
市
揚
に
針
し
て
行
ふ
と
同
様

ω
手
段
を
以
て
資
本
市
揚
へ
の
貨
幣
資
本
の
供
給
を
増
加
し

得
在
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
銀
行
は
貨
幣
代
用
手
段
を
後
行
し
て
株
式
・
吐
債
等
と
を
引
受
け
れ
ば
よ
い
。
然
し
此
の

場
合
銀
行
が
詮
心
事
賀
買
の
巾
同
商
人
た
る
立
場
か
ら
一
歩
前
進
し
て
そ
の
終
局
的
友
買
手
た
る
こ
と
に
は
悶
維
が
件
ム
。
短
期
信
用

を
崎
山
叫
し
た
場
合
に
は
、
資
金
山
川
町
も
左
く
還
流
し
て
来
る
の
を
座
し
て
待
て
ば
そ
れ
で
済
む
け
れ

E
も
、
此
の
揚
合
に
は
銀
行
は

早
か
れ
、
建
か
れ
資
本
引
受
の
負
婚
を
資
本
市
揚
に
特
燥
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
手
持
有
償
誇
山
本
は
資
本
市
場
に
提
供
さ
れ
た

貯
蓄
を
以
て
買
取
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
然
し
乍
ら
信
用
創
浩
が
要
求
古
ら
れ
る
の
は
、
恰
も
此
の
「
消
化
」
が
不
可
能
な
場
合
で
あ

り
、
さ
う
し
て
銀
行
は
此
の
不
消
化
部
分
を
脊
負
ひ
込
む
こ
と
ほ
川
来
た
い
U

「
表
面
的
に
見
れ
ば
、
疑
以
も
無
く
、
需
要
さ
れ
る

の
は
貨
幣
及
び
貨
幣
代
用
手
段
で
あ
り
、
そ
れ
を
調
達
・
創
造
・
供
給
す
れ
ば
渇
望
は
堕
さ
れ
る
や
う
に
見
え
る
。
然
し
乍
ら
買
に

必
要
友
の
は
、

続
問
貸
付
に
よ
る
支
捕
手
段
の
調
達
で
は
た
く
し
て
、
資
本
の
永
続
的
危
る
借
入

(
L
B
E
E
Z骨

F
E
Eお
吉
田
肉

ヨ
ロ
同
4
E
]
)
で
あ
る
と
と
も
亦
同
様
に
疑
を
容
れ
友
い
と
己
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
揚
凌
ぎ

(
2
5
5
2
Z品。
v
g
p
z巴
町
内
)
を
出

た
い
。
銀
行
は
勝
手
に
極
印
を
押
し
て
大
地
の
中
か
ら
流
通
手
段
を
法
り
出
し
暫
し
と
れ
を
貸
付
け
る
と
と
が
向
来
由
わ
け
で
は
友

い
が
、
然
し
資
本
を
無
か
ら
誼

b
mす
蹴
術
は
持
た
由
。

(
己
目
何
回

E
d
r
g
Eロハ同

E
問
。
，

dMTZ司
J
〈

2
5
E
P司
円
問
問
。

u
d
E】
E
P
ヨ
MmEHEω

7
 

骨
司
開

E
O
B
m
E
E官
ロ
回
目
品
。

g
m
E吋
W
日
N
O
N
2
H
m
E
B
-
E
w
o
s
・2
0
4
0
5
b問
g
p
z
:
E
t
r
昔
♂
肘
品
再
開
H
Z
F
E
E
Z
E
)」
要
す
る
に
、

資
本
市
揚
の
給
源
は
貯
蓄
だ
け
に
限
ら
れ
る
。
此
の
供
給
に
し
て
不
足
す
れ
ば
、
資
本
市
場
の
資
本
不
足
、
従
っ
て
金
融
の
逼
迫
は

も
は
や
絞
和
し
得
泣
い
も
む
と
な
る
。

費
本
不
足
と
過
剰
生
産

第
五
十
一
巻

大」

第
六
挽

f、
七

Spiethoff， "Die au出 ereOrdnung des Kapital-und Geldmirktes“， a. a. 0 
只 23，田空ι27.derselbe， Artikel ，，}むlsen“， a. a. O. S. x8邦課 p・40
Spletho仕" "Die lll1出 ereOrdnung d田 Kapital-und Geldmarkte!:>，" a. a. O. 
der~e-n)e ， .. Kreditpolitik“in， Die Kredtwirtschaft， 2. Teil， J927. S. 80 ff. 
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費
本
弔
且
E

と
過
剰
生
産

第
五
十
一
巻

大，

館
大
掠

^ F、

資
本
の
供
給
は
貨
幣
市
揚
で
は
銀
行
の
信
用
創
浩
に
よ
っ
て
任
意
に
横
張
し
得
る
け
れ

E
も
、
資
本
市
揚
で
は
貯
蓄
の
限
界
を
出

で
得
た
い
、
こ
れ
が
以
上
の
考
察
の
結
論
で
あ
る
。
と
れ
よ
り
出
穫
し
て
吾
ミ
は
景
気
の
ぐ
づ
れ
の
原
凶
と
し
て
の
資
本
不
足
の
考

白
山
町
民
進
む
の
で
あ
る
か
、
先
づ
最
初
、
以
上
の
説
明
に
接
続
し
て
直
ち
に
起
る
問
題
は
か
う
で
あ
る
。
既
述
の
通
り
、
貨
幣
市
揚
は

勿
論
資
本
市
揚
に
於
て
も
、

取
引
さ
れ
る
替
利
資
本
は
貨
幣
形
態
を
と
る
の
を
常
と
す
る
。

従
っ
て
(
営
利
)
資
本
の
快
乏
は
常
に

貨
幣
の
快
芝
、
金
融
の
逼
迫
を
意
味
す
る
Q

と
と
ろ
で
以
上
の
考
察
の
直
接
の
結
果
は
、
貨
幣
市
揚
に
於
叫
り
る
資
本
紙
乏
は
銀
行
が

信
則
創
川
唱
を
怠
る
揚
合
に
し
か
起
り
得
な
い
と
い
ふ
と
と
、
と
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
資
木
快
乏
、
従
っ
て
好
況
の
挫
折
の
原
因
が

拙
劣
な
る
銀
行
政
策
に
基
ぐ
と
見
な
い
以
上
、
資
本
扶
乏
の
中
心
は
資
本
市
揚
に
あ
る
と
見
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
で
事
責
に

つ
い
て
見
る
に
、
金
融
逼
迫
は
貨
幣
市
揚
に
於
て
最
も
念
散
且
瀬
著
に
起
り
、
静
一
本
市
揚
で
は
直
接
に
は
殆
ん

E
こ
れ
を
見
る
こ
と

は
出
来
た
い
。
少
く
と
も
現
象
的
に
見
る
限
り
さ
う
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
此
の
事
賓
は

E
う
説
明
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
。
次
に
五
日
と
が

取
扱
は
う
と
す
る
問
題
は
己
れ
で
あ
る
。
い
ふ
ま
で
も
泣
く
資
本
紙
乏
の
詮
明
に
首
っ
て
決
定
的
た
問
題
は
、
そ
れ
と
生
産
資
本
内

部
の
不
比
例
と
の
閥
係
主
明
か
に
す
る
己
と
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
此
の
問
題
を
説
明
し
た
後
に
論
守
る
で
あ
ら
う
。

日
京
気
循
環
に
伴
ム
資
本
市
揚
の
動
き
に
つ
い
て
辿
論
的
強
想
を
樹
て
る
と
と
は
決
し
て
困
難
で
は
左
い
。
景
気
駅
況
の
根
本
的
椋

識
を
た
す
も
の
は
同
定
的
資
本
設
備
を
新
し
く
建
設
す
る
た
め
に
た
さ
れ
る
投
安
前
動
で
あ
る
。
己
刀
た
め
に
必
要
友
資
金
は
一
部

分
企
業
の
内
部
蓄
積
に
ょ
う
亡
賄
は
れ
る
が
、
然
し
そ
の
他
の
、
さ
う
し
て
然
d
h
最
も
重
要
友
部
分
は
資
本
市
揚
を
通
じ
て
供
給
さ

れ
る
。
即
ち
企
業
資
本
或
は
長
期
貸
付
資
本
の
投
下
と
し
て
供
給
さ
れ
る
。
従
っ
て
好
況
に
於
て
資
本
市
揚
が
活
況
を
呈
す
る
と
と
・

をな Lてゐる。
Spielho仔.， "Die aussere Ordnung des Kapital-und Geldma:rktes“，(:1.. a. 0 
s. 29・
Spiethoff， "Das Verhaltnis von Kapiial， Geld und GUterwe1tヘ SchmoIlerb
Jb. 33 ]g. 1909， S. n. 
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ま
た
資
本
市
揚
が
資
本
不
足
の
中
心
を
な
す
己
と
は
容
易
陀
晴
朗
恕
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
現
論
的
議
想
は
か
く
の
如

国

叫
a
 

M
m
m
 
mo 

旧

a
G
2
 

h
t
 

p
泥
a
n
 

k

h

 

費
際
に
於
て
は
、
預
想
に
た
が
は
ず
、
資
本
市
場
の
資
本
献
之
は
激
し
〈
起
る
が
、
指
し
そ
れ
は
種
々
の
丹
部
的
な
事
情
に
妨
げ
ら
れ
て
件
面
的
に
現

n
J
O

o

s

 

象

L
得
な
い
の
で
あ
る
o

古
〈
は
さ
う
で
も
な
か
っ
た

0
2ま
Z
設
立
恐
慌

(2E戸号
EO)
中
賛
本
恐
慌

(
E
E
F
Z
)白
隠
良
は
こ
れ
を
パ

M

M

物
詩
る
。
然
し
乍
ら
最
近
佐
世
て
は
特
に
さ
う
で
あ
る
o

と
こ
ろ
で
か
(
の
如
〈
安
本
市
場
内
費
本
酷
乏
を
隠
蔽
す
る
事
情
と
し
て
大
韓
次
の
三
つ
の
事

M
M
日

情
が
指
摘
さ
れ
る
。
叫
最
近
に
於
て
有
償
設
券
設
行
は
漸
弐
大
銀
行
に
集
中
さ
れ
て
行
っ
た
が
、
大
銀
行
は
有
例
議
#
遊
行
に
劃
し
て
般
車
な
る
監
踊
を
出

R
M

行
ひ
、
見
込
な
き
も
の
は
引
受
け
な
い
。
従
っ
て
迦
剰
に
な
る
前
に
大
観
行
が
引
受
け
を
拒
絶
ナ
る
。
(
斗
。

E
乱
nr百
一
空
間
E

雪

の

3
m
m
E
r
o
n
)
例

ょ

ん

r

以
前
に
は
陸
募
荷
車
?
の
抑
込
徴
一
一
車
を
軒
町
況
末
期
の
者
本
不
足
の
さ
中
に
行
ふ
こ
と
が
屡
々
あ
っ
た
。
此
の
徴
集
は
多
〈
の
官
祉
が
剖
行
に
こ
れ
わ
直
行
H
V

投

h
u
n

却
は

費
者
に
は
多
数
E
額
の
抑
込
み
が
重
な
っ
て
割
和
る
錦
、
読
券
円
投
哀
を
儲
儀
な
く
さ
れ
る
に
到
る
と
い
ん
有
様
で
あ
っ
た
が
、
臨
募
直
後
排
込
を
徴
集
い
骨
制

す
忍
慣
習
が
輩
出
し
た
羽
在
に
あ
っ
て
は
、
此
の
危
険
は
時
ん
ど
無
〈
な
っ
た
o

判
よ
〈
知
ら
れ
て
ゐ
る
様
に
現
在
で
は
藍
董
買
に
り
い
て
は
抽
め
て
い
山
山
開

有
力
な
巾
問
機
闘
が
護
達
し
て
ゐ
る
。
向
の
引
受
欄
聞
は
、
上
記
の
湿
り
、
市
場
の
枕
況
に
輔
遁

L
、
貯
蓄
一
炉
供
給
さ
れ
る
限
度
に
於
て
し
か
引
受
け
を
向
法
一
寸

S

?
ゲ

行
は
ぬ
か
ら
貯
蓄
の
供
給
は
謂
は
ば
こ
こ
に
代
表
さ
れ
、
車
引
の
決
定
的
な
部
分
は
こ
こ
で
快
せ
ら
れ
る
こ
ξ

に
な
る
。
と
こ
ろ
で
こ
と
で
行
は
れ
る
取
、
》
'
U

ま
仁
i

一

引
は
晴
ん

E
凡
て
秘
綿
棒
に
運
ば
れ
、
取
引
白
内
梓
は
公
棄
の
眠
に
偶
れ
得
由
こ
と
、
と
な
る
o
例
へ
ぽ
或
る
骨
祉
が
そ
の
死
活
を
制
す
る
や
う
な
資
本
制
百

a
口

遣
の
相
誌
に
於
て
銀
行
か
ら
引
受
を
拒
絶
さ
れ
た
l
t

し
で
も
、
銀
行
は
人
気
の
密
化
を
恐
れ
て
そ
の
こ
と
を
公
表
せ
ず
、
公
車
は
そ
の
こ
と
を
長
然
知
ら
如

a
河

ず

に

過

す

こ

と

に

な

る

で

あ

ら

う

。

刊

行

司

r
C
5
 

ド
ι
V
W
2

一

〈
で
あ
る
に
拘
は
ら
や
、
事
責
忙
於
て
は
資
本
市
揚
の
資
本
快
乏
は
比
一
一
程
顛
著
で
は
友
〈
、
寧
ろ
観
察
者
の
限
を
奪
ふ
の
は
貨
幣
市

揚
に
於
け
る
貨
幣
の
依
乏
で
あ
る
。
此
の
結
呆
事
貨
の
観
察
に
重
苦
を
置
〈
論
者
に
あ
っ
て
は
、
景
気
の
〈
づ
れ
の
原
因
を
銀
行
政

策
に
師
し
、
過
剰
生
産
を
以
て
純
粋
に
貨
幣
的
原
因
に
基
〈
現
象
な
り
と
な
し
、
そ
れ
は
信
用
創
浩
に
よ
っ
て
岡
越
さ
れ
得
る
と
見

る
見
解
を
生
む
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
旧
ー
し
て
さ
う
で
あ
ら
う

h
o

此
等
の
諸
事
情
は
資
本
市
揚
の
欣
況
の
判
断
を
粗
皮
に
困
難
た
ら
し
め
る
と
と
る
の
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
に
も
拘
は
ら
宇

資
本
不
足
ー
と
過
剰
生
産

第
五
十
一
巻

向
資
本
市
場
の
資
本
扶
之
主
窺
知
し
得
さ
し
め
る
事
寅
が
存
在
す
る
。
第
一
は
利
子
歩
合
の
騰
貴
で
あ
る
。
資
本
快
乏
に
際
し
て
資

九
三
=
一

告書
六
擁

，一、

九



費
本
不
足
と
過
剰
生
産

第
五
十
一
番

九
= 
四

構
究

班

九。

本
市
場
の
利
子
歩
合
が
騰
貴
す
る
こ
と
は
、
貨
幣
市
揚
に
於
付
る
と
同
様
で
あ
る
。

一
般
に
長
期
利
率
の
境
動
は
短
期
利
率
の
縫
動

に
比
し
て
は
る
か
に
綬
漫
微
弱
で
眼
立
た
な
い
が
、
然
し
そ
の
と
と
に
よ
っ
て
利
半
媛
動
が
示
す
と
と
る
の
事
賞
を
看
過
し
で
は
友

ら
ね
。
更
に
此
の
揚
合
、
手
数
料
ま
た
は
損
夫
補
償
の
た
め
の
値
引

9
3
4
5
5
邑
2
F
E
E
)
と
呼
ば
れ
る
一
時
的
終
費
は
著
し
く

増
大
し
、
引
受
僚
件
も
亦
苛
酷
と
在
る
。
此
の
と
と
の
う
ち
一
部
は
外
部
に
も
洩
れ
る
が
、
大
部
分
上
記
の
通
り
公
開
さ
れ
や
し
て

終
る
。
第
二
は
有
償
詮
券
侭
格
の
下
落
で
あ
る
、

令
方
で
は
自
由
た
る
資
本

ι封
す
る
需
要
が
増
加
し
溺
気
が
増
大
す
る
の
に
掛
し

て
、
他
方
で
は
詮
朱
需
裂
が
減
退
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
か
〈
の
如
く
詮
稼
償
格
が
下
薄
し
つ
つ
も
然
も
向
好
況
に
針
す
る

信
頼
が
残
存
し
そ
の
た
め
に
恐
慌
に
移
行
せ
ざ
る
時
期
が
成
立
す
る
。
此
の
揚
合
流
通
範
闘
の
狭
い
詮
忽
は
相
場
が
立
た
な
〈
な

り

一
流
詮
訟
の
債
格
は
下
落
す
る
。
更
に
大
金
融
業
者
又
は
大
銀
行
の
側
の
賀
支
へ
に
よ
っ
て
相
場
の
下
落
が
或
る
限
度
比
止
め

ら
れ
る
己
と
も
あ
る
。

好
況
末
期
に
於
け
る
貨
幣
市
場
白
金
融
の
逼
迫
の
原
因
は
以
上
の
如
〈
に
し
て
生
じ
た
資
本
市
場
の
金
融
の
逼
迫
の
随
伴
的
結
果

現
象
に
俳
在
ら
ね
の
で
あ
る
。
却
ち
、
資
本
市
場
か
ら
閉
め
則
さ
れ
た
貨
幣
資
本
白
需
要
は
、
暫
く
で
も
そ
の
必
要
を
漏
さ
ん
a
F

し

て
貨
幣
市
相
閣
に
雪
崩
れ
込
み
、
そ
の
結
果
貨
幣
市
場
の
一
過
迫
を
生
や
る
a

此
の
需
要
増
加
は
貨
幣
市
場
の
負
捨
を
加
重
す
る
。
勿
時
一
川

か
〈
の
如
〈
貨
幣
市
場
忙
救
ひ
を
求
め
る
長
期
資
本
需
要
は
、
資
本
市
揚
か
ち
閉
め
出
さ
れ
た
そ
の
凡
て
で
は
友
〈
、
そ
の
う
も
緊

急
止
む
を
得
ね
部
分
だ
け
に
限
ら
れ
る
が
‘
「
然
し
、
そ
れ
に
も
拘
は
ら
十
、
此
の
附
加
的
需
要
は
貨
幣
市
揚
を
し
て
切
迫
し
た
相
貌

(EDUMM
問。詩。
ru]Mhvp
口。官山問。)

を
柑
ば
し
む
る
に
充
一
分
で
あ
り
、

施
す
術
も
な
い
貨
幣
市
場
の
祇
態
を
説
明
す
る
も
の
は
此
の
附

加
的
需
要
で
あ
る
。
」
貨
幣
市
揚
が
此
の
間
加
的
需
要
に
舷
じ
得
在
い
己
と
は
既
に
前
節
で
詳
論
し
た
湿
り
で
あ
る
。
寧
ん
一
信
用
創
造



に
」
っ
て
此
白
要
求

E
漏
さ
ん
と

f
れ
ば
、

信
用
恐
慌

(
F
Z
Fコ
お
)
に
ま

事
態
は
最
平
資
本
快
乏
乃
至
過
剰
生
産
に
止
ま
ら
宇
、

で
蹄
化
し
、
同
氏
経
済
は
突
渡
的
た
山
凪
白
如
昔
崩
壊
に
襲
は
れ
る
己
と
L
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
は
、
好
況
の
終
蒜
を
以
て
純
粋
に
貨
幣
的
在
る
現
象
と
宥
倣
す
見
解
が
誤
謬
な
る
と
と
を
教
へ
る
。
景
気
の
〈
づ
れ

は
謬
れ
る
銀
行
政
策
の
結
某
で
も
た
い
し
、
ま
た
信
用
創
造
守
一
以
て
救
ひ
得
る
も
の
で
も
怠
い
。
こ
の
と
と
と
そ
、

シ
ム
ピ
イ
ト
ホ

フ
が
、
車
た
る
貨
幣
又
は
貨
幣
資
本
白
快
乏
と
い
ム
現
象
的
た
る
表
現
に
満
足
す
る
能
は
守
、
資
本
又
は
替
利
資
本
の
紙
芝
と
い
ふ

言
葉
を
以
て
表
現
せ
ん
と
す
る
事
責
で
あ
る
。
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ブ
白
所
謂
資
本
不
足
は
資
本
市
揚
白
そ
れ
で
あ
り
、
而
し
て
貨
幣
市

相
輔
の
金
融
逼
迫
と
し
て
一
般
公
衆
比
ま
で
現
象
ず
る
・
ど
と
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
、
現
象
と
そ
の
背
後
に
隠
さ
れ
た
買
の
服
絡
は
今
や
弐

の
如
く
絞
べ
ら
れ
る
。

「
相
常
に
長
い
最
無
上
昇
摘
聞
の
後
に
貨
幣
市
場
の
嵐
山
如
き
徴
候
と
激
し
い
逼
迫
と
が
此
の
好
況
の
格
り
始
め
た
こ
と
を
示
す
と
い
ふ
の
ほ
長
〈
一

般
的
に
認
め
ら
れ
る
組
噛
的
事
貨
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
比
の
紹
験
的
事
貨
を
説
明
ナ
る
鍵
は
一
つ
し
か
な
い
。
そ
れ
は
皆
利
費
本
目
怯
乏
と
い
山
こ
と
と

れ
で
あ
る
。
若
し
涜
誼
手
段
目
怯
之
が
あ
る
だ
け
な
ら
ば
、
如
何
に
切
迫
し
た
需
要
と
昨
も
満
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
L
問
題
は
そ
れ
よ
習
も
温
か
に
重

大
で
あ
る
。
問
題
な
白
は
、
多
歌
の
親
L
い
設
備
を
費
本
を
以
て
持
統
的
に
襲
備
す
る
乙
と

(2。お内品凶
rpE己
ω
E《骨凶ぽ。〉ロ
r目5同コ丹

〉
U巳
-γ斜肉唱何ロ

EH再同同品凶忌骨
zE凶巴])であ
nりμ
、
紙
片
を
以
て
そ
札
に
代
用
す
る
ζ

と
は
出
燕
な
い
。
銀
行
が
貨
幣
市
場
を
如
何
に
捕
援
し
そ
の
負
携
を
如
何
に
加
重

し
よ
う
t

と
も
、
設
備
を
そ
な
へ
付
け
た
り
そ
れ
を
運
瞥
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
企
業
が
凡
て
こ
れ
を
必
要
と

L
、
更
に
京
た
買
と
ら
れ
て
新
し
い
設
備
に

布
用
さ
れ
る
日
を
待
ち
あ
こ
が
れ
て
ゐ
る
生
時
手
段
を
凡
て
買
取
る
た
め
に
こ
れ
を
必
要
と
す
る
、
と
こ
ろ
の
費
本
を
ば
.
持
続
的
に
供
給
ナ
る
乙
と
は
聞

東
な
い
。
好
況
の
終
り
に
於
で
は
骨
利
費
本
の
需
要
は
層
一
田
町
崎
加
し
て
車
る
。
新
醤
何
れ
を
問
は
ず
、
数
多
〈
の
企
業
が
、
或
は
計
費
上
必
要
と
さ
れ

る
設
備
又
は
既
に
前
か
ら
着
手
さ
れ
て
ゐ
た
設
備
の
た
め
の
資
本
(
設
備
費
本
)
を
、
或
は
慨
に
完
成
さ
れ
て
ゐ
る
設
備
又
は
こ
れ
か
ら
完
成
す
る
設
備
の

純
情
の
た
め
の
費
本
(
経
骨
禿
本
)
を
晶
一
畳
と
ナ
る
。
部
分
的
に
は
企
業
は
垣
期
信
用
を
誼
ビ
て
一
時
そ
の
費
本
を
調
達
し
そ
の
償
却
に
腐
心
せ
ざ
る
を
得

ぬ
と
と
と
な
る
。
凡
て
此
等
の
場
合
を
掴
ピ
で
企
業
資
本
が
求
品
ら
れ
る
、
印
ち
(
能
ム
ベ
〈
ん
ば
所
有
者
と
1
て
、
企
業
に
参
加
す
べ
き
資
本
が
求
め

費
本
不
足
ξ
過
剰
生
産

品
押
式
競

ブb

第
五
十
一
巻

先

= 
五
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費
本
不
足
ー
と
過
剰
生
産

第
五
十
一
巻

九

三

六

第

六

競

ち
れ
、
事
し
さ
う
で
な
け
れ
ば
、
少
(
と
も
長
期
の
貸
付
資
本
と
し
て
)
企
業
に
量
一
加

F
ベ
き
賓
本
が
求
め
ら
れ
る
ふ

好
況
末
期
を
特
徴
づ
防
る
金
融
の
逼
迫
が
侍
利
資
本
の
快
乏
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
己
ム
一
け
い
以
上
で
明
か
に
し
た
通
り
で
め
る
。

九

と
E
ろ
で
然
し
と

L
に
所
開
皆
利
資
本
白
紙
之
は
，
と
れ
ま
で
明
か
に
し
て
来
先
週
担
、
貨
幣
形
態
に
於
け
る
轡
利
啓
一
本
田
快
乏
に

他
な
ら
十
、
前
は
ど
貨
幣
む
世
界
の
事
柄
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
此
の
意
味
に
於
け
る
日
常
利
資
木
の
快
乏
は
そ
れ
自
関
長

気
D
〈
づ
れ
D
問
聞
に
到
す
る
充
分
に
決
定
的
在
る
解
答
た
り
得
る
か
、
が
常
然
間
関
と
な
る
。
具
憎
的
に
云
へ
ば
問
題
は
一
居
明

療
に
友
る

o
l
-
-資
本
市
揚
に
供
給
さ
れ
る
貨
幣
資
本
は
信
用
創
浩
に
よ
る
部
分
を
含
ま
宇
、
貯
蓄
が
興
へ
る
だ
け
に
限
伝
れ
る
、

絞
っ
て
貯
蓄
に
よ
っ
て
梨
へ
ら
れ
る
供
給
を
需
裂
が
超
過
す
る
と
を
」
資
本
快
乏
が
生
や
る
、
と
い
ふ
の
が
以
上
の
設
切
で
あ
っ
た
。

然
ら
ば
資
本
市
揚
に
刻
し
て
信
刑
創
池
は
何
故
有
数
で
た
い
か
。
成
程
、
例
へ
ば
銀
行
の
預
金
準
備
率
と
い
ふ
が
如
き
制
度
的
、
私

経
済
的
悶
子
炉
一
持
山
刊
す
む
も
碓
か
に
一
つ
の
説
明
で
は
あ
ら
う
。
然
し
そ
れ
は
充
分
注
理
論
的
説
明
と
云
は
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
a

闘
民
経
済
の
資
質
的
温
程
と
闘
聯
し
た
説
明
白
必
一
安
は
注
い
で
あ
ら
う
か
。
資
本
紋
乏
は
盟
忙
貨
幣
の
ぽ
同
外
だ
け
む
現
象
と
し
て
で

友
〈
、
財
の
世
界
と
関
聯
し
た
貨
幣
の
肱
界
的
事
柄
と
し
て
説
明
さ
れ
ね
ば
在
ら
ぬ
の
で
は
あ
呂
ま
い
か
。
|
|
此
の
舶
に
闘
し
て

む
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
説
明
は
貨
に
明
瞭
で
あ
る
。
被
の
立
揚
は
か
う
で
あ
る
。

「
種
々
の
信
用
摘
張
政
策
白
詔
常
白
限
界
は
成
程
肢
に
、
倒
、
ば
安
全
を
求
め
る
私
担
済
的
方
針
・
法
律
的
規
定
・
本
牧
貨
軒
目
北
荷
な

rの
う
ち
に
存

ナ
る
が
、
然

L
世
令
か
〈
の
如
き
第
一
山
門
が
な
い
と
し
て
も
向
う
ち
越
え
難
い
闘
民
組
済
的
諸
壁

(
2
5
5
F
O
E
E
m
U
E
0
4
z
r
t
λ
u
n
r
p
r
z

∞色町
E
r
o
)
が
存
在
す
る
。
印
ち
そ
の
時
々
に
於
て
現
存
ナ
る
尉
在
荷
側
の
事
情
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
こ
ろ
の
限
非
が
存
す
る
の
で
あ
否
。
前
況
末

期
に
起
る
貨
幣
世
乏

E
密
し
さ
へ
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
困
難
な
事
態
が
凡
て
救
は
ふ
い
て
し
ま
ふ
も
の
か

E
う
か
。
比
の
問
題
に
牲
へ
る
低
に
は
此
の
限
界

の
知
識
が
必
要
不
可
献
で
る
あ
叫
」
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「
何
別
絞
済
的
資
本
不
足

(
2
5
0
H
2
5
0
Z
E
H長
官
同
4
E
F
E湾
内
〉
は
結
局
は
っ
き
り
左
翼
本
世
乏
(
ズ

4
E
]ヨ
2
噌
4

)

と
し
て
知
彊
き
札
る
が
、

こ
れ
k
担
ん
で
商
品
加
済
的
安
本
不
足

(
4
0
F
Z
E
z
n
E己
E
E
同
品
ユ
己
目
旨
ろ
が
成
立
す
る
。
と
札
は
側
人
に
は
禿
本
怯
之
、
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
宮
T

ろ
賀
行
不
振
買
手
紙
之

(E三
日
誌
ロ
刊
の
}
)
と
し
て
強
〈
意
識
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
今
中
、
商
品
が
闘
滑
に
賢
捌
か
れ
ず
賢
残
"
が
生
ぜ
ざ

る
を
得
白
結
削
木
、
突
本
扶
乏
(
関
品
目

Ezra
は
醤
設
企
業
に
於
て
も
起
る
こ
と
に
々
る
。
こ
こ
で
も
本
企
業
資
本
が
怯
之
ず
る
。
蓋
L
、
か
〈
の
如

き
過
剰
生
産
現
象
に
於
て
土
ー
と
L
て
問
題
と
な
る
の
は
、
生
時
一
下
段
生
産
部
円
で
あ
る
が
、
そ
白
生
産
物
を
買
取
る
。
へ
き
も
の
は
た
だ
此
の
企
業
資
本
の

み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
ぴ
」

信
用
創
造
の
限
界
を
と
こ
に
認
め
る
か
、
ま
た
資
本
一
蹴
乏
を
如
何
た
る
意
味
に
於
て
考
へ
る
か
、
此
等
白
問
題
に
到
す
る
シ
ユ
ピ

イ
ト
ホ
ソ
の
態
度
は
以
ヒ
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
る
。
止
等
の
現
象
は
一
附
脂
質
幣
白
財
界
に
印
刷
す
る
が
、
彼
は
こ
れ
を
財
の
世
界
一
白
内

部
的
関
係
に
よ
っ
て
裏
付
け
つ
i
h

理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
か
〈
て
始
め
て
景
気
の
〈
づ
れ
の
説
明
に
於
け
る
非
貨
幣
的
立

揚
は
首
尾
一
見
し
た
も
の
と
友
る
で
あ
ら
う
。
然
ら
ぽ
信
用
例
法
の
閣
民
経
済
的
限
界
の
背
後
に
は
如
何
な
る
対
の
世
界
の
闘
係
が

存
す
る
か
。
ま
た
図
民
経
済
的
資
本
扶
乏
は
如
何
在
る
素
材
的
基
礎
を
有
す
る
か
。
以
下
に
於
て
、
貨
幣
の
世
界
と
商
品
白
山
田
仲
と

が
ど
う
闘
係
す
る
か
を
一
般
的
に
分
析
し
‘
と
れ
よ
り
し
て
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
景
気
理
論
の
最
後
の
根
本
命
題
、
邸
ち
「
侍
利
資
本

の
政
乏
は
補
完
財
の
扶
乏
に
基
〈
↑
と
の
命
題
の
内
容
を
明
か
に
し
上
う
。

資
本
木
足
と
週
羽
生
産

勢
五
十
一
巻

九
=
一
七

紫
六
競

九
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